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まえがき

調査指導船”みやこ”による小笠原諸島海域の漁業調査を、昭和４８年度に引き続き、第一次航海は底魚

漁業、露二次航海は底魚漁業とマグロ漁業にサワラ曳繩漁業を併行して行った。

マクロ漁業は前年よりも事前の漁況・海況が良く、操業船も多かったが、調査は天候不順のため所期の成

果は得られなかった。

底魚漁業調査についてはハマダイを重点に各種の調査を試み貴重な資料を得たが、今回は年報的なものと

して報告し当初計画した５ヶ年の調査が完了後に各種の資料を取りまとめて底魚の漁業生物学的検討をする

予定である。

１調査の規模

１１実施機関

東京都水産試験場大島分場

（分場長塩屋照雄）

2）調査員

第一次航海草苅正.岡村陽一

第二次航海岩田光正

5）調査指導船

みやこ１２Ｚ５２トン・６００ＰＳ

船長青沼勇以下乗組員１７名

4）調査期間

第一次航海昭和４９年６月２２日～７月１５日

第二次航海昭和４９年１１月１８日～１２月５日

5）調査項目

（１）第一次航海

（底魚漁業調査〕

漁場別気象・海況

漁獲率

出現魚種および組成

ハマダイの魚体組成

漁場地型

｡￣
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（２）第二次航海…

（底魚漁業調査）

漁場別気象・海況

漁獲率

出現魚種および組薑成

魚体組成

代用餌料試験

（マクロ漁業調査）

調査項目は、水産庁の定める「マクロ.盗源調査要領」に基づく調査・

（サワラ漁業調査）

漁獲試験

の調査海域

（１）第一1ｋ航海

母島周辺漁場２ケ所

北硫黄島周辺漁場５ケ所

硫黄島周辺漁場１ケ所

南硫黄島周辺漁場４ケ所

（２）第二次航海

母島周辺漁場（底魚）５ケ所

〃 （マクrロ・サワラ）１ケ所

父島周辺漁場（マクロ・サワラ）１ケ所

２底魚漁業調査

1）調査方法

（１）第一次航海

ａ調査日程

調査は、波浮港出港が天候不順のため１日遅れたが表１の日程表のとおり、調査操業を１５日間

行った③

－２－



表１調査日程（第一次）

内 容動行

日
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５

月
６

１０：５０波浮港出港

南下中

１５：３０父島二見港入港、底魚調査準備地元関係者と行動打合せ

給水、船内清掃出港準備

０７：ＯＯ二見港出港、姉島８７～１０′付近にて調査操業後２０：00北硫黄島に向け南下

北硫黄島Ｗ５′ＮＥ６～８′にて６回調査操業後１８：ＯＯ硫黄島向け南下２１：５０硫黄島着

硫黄島ＳＥ，′にて１０回調査操業後仮泊

台風８号のうねりのため硫黄島ＳＥ９Ｌ５’にて５回調査操業後島陰にて仮泊

引続き仮泊

０７：00北硫黄島向けｺﾞﾋ上、１２：５０北硫黄島ＳＥ１～５′にて４回調査操業後二見港に向う

１０：ＯＯ二見港入港、給水、食料積み込み

船内清掃、出港準備

０７：ＯＯ二見港出港、１５：００姉島Ｗ５′にて５回調査操業後硫黄島向け南下

硫黄島ＳＥ８～１０’にて８回調査操業

〃 〃 〃後南硫黄島向くﾅ南下

南硫黄島ＳＥ４～１５′にて６回謂査操業

〃Ｅ３～５′にて６回調査操業後姉島へ向け北上

姉島８９′にてソ回調査操業

”Ｓ８～１０′にて９回講査操業

〃８１０’にて８回調査操業後二見港向け北上１９：ＯＯ二見港入港

出港準備後１８：５０帰途につく

北上中

１７：２０下田港入港

漁獲物水塲後下田港出港、１５：ｓｏ波浮港入港

丙１

ひ
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ｂ調査漁場

図１に示す母島、北硫黄島、硫黄島、南硫黄島周辺の各漁場で調査を行った。
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図１第一次航海調査漁場
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ｃ使用漁具

底魚一本釣漁具の構成は昨年同様で、図２の

とおりのものを使用した。捲揚には電動式「キ

ンメトール」「リール式」を各一台ずつ使用し、

他は手はじめによった。
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図２使用漁具

漁獲物調査

出現魚種の組成調査とハマダイの魚体測定を行った。

行い、－部は採鱗を行った。

。

出現魚種の組成調査とハマダイの魚体測定を行った。ハマダイの魚体測定は尾又長・体重につい

て行い、－部は採鱗を行った。

胃内容物は可能な限り採集につとめ、採集物はフォルマリン固定後持ち帰った。

第二次航海

ａ調査日程

第二次航海は底魚漁業およびマクロ漁業とサワラ曳繩漁業を併せて行った。調査日程は表２のと

おりで、底魚漁業調査をＢ日間、マクロ漁業調査を２日間、サワラ曳繩調査を２日間行った。調査

期間中たびたび荒天に見舞われ、マクロ漁業調査日数が当初の予定よりも大幅に少なくなった。

~年

(2)
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￣

表２簾二次航海訓査日程

JETT1
餌料、飲料水、積込み、出港箪備

二見港発、父島西側にて曳繩諭査操業、波渇く１５：ＯＯ二見港入港

荒天のため二見港にて待機

二見港発、母島Ｎ４０′にて底魚漁場調査

母島Ｎ３６～4.0’にて底魚漁場調査

姪島南西側にて曳繩調査操業、荒天のため１５：ＯＯ二見港入港

船内清掃、出港準備

１４：ＯＯ二見港出港、弟島西側にてマクロ延繩調査後二見港入港

１２：00”母島”〃”

二見港出港、姉島Ｎ４．１～４．２’にて底魚漁場調査１７：５５二見港入港

荒天のため二見港停泊待機

１０：０o二見港出港、帰途につく

１５：００波高<鳥島にて仮泊

０６：００北上開始

１２：４５下出港入港停泊

１１：２５下田港出港１４：２７波浮港入港

４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６
７
８
９

２
２
２
２
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２
３

●
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ｂ調査漁場

図５に示す母島の南沖漁場を中心に

調査操業を行った。

ｃ使用漁具

漁具は第一次航海と同様かものを使

用した。捲揚器は「リール式」を１台

のほか、民間より試験を依頼された

「ラインホーラー式」を４台使用し、

その他は手はじめによった。

。漁獲物調査

出現魚種・ハマダイの魚体測定と採

鱗を第一次航海に通じて行った。

ｅ代用餌料試験

大成化工製造のプリアルキレンクリ

コール・イソンアネートおよび希釈剤

を主成分とする、親水性ウレタン化合

物にイワシのすり身を添加し、裏面に

螢光塗料をぬった代用餌料の効果を

１１月２７～２８日の２日間、母島の

西側漁場で試験した。

代用餌料は幅２～５cm、長さ１５～

２０mの短冊型に切り､縦に÷程度の
切れ目を入れてチョン掛けとした。第

一日目には釣り手１１名のうち１鉢す．

２ＺＯ－ユ“と。
"

夕－４匹′／／
グ

ニ

ーー〆

島

姪島

鱸臘篝蘆繊
１３‘

錘
，

Ｌ４煙

図ろ第二次航海調査漁場

一日目には釣り手１１名のうち１鉢すべての釣針に代用飼料を使用するもの１名、代用餌料と冷凍

アオムロを交互に１針間隔に使用するもの１名をそれぞれ指定し、第２日目には後者のみ１名を指

定して調査を行った。

ヨ

－７－



2）

（１）

調査結果

第一DUFt海

ａ海況

調査期間中に一般海象・気象観測のほ力、操業終了時に２００加層までの水温測定と透明度の観

測を行った。その結果は表ろに示すとおりである。

水深別水温はそれそ｡「し、０，層２Ｚ５～２８９℃、１００，層１１９～２１．５℃、２００ｍ届

１ｚ５～１ａ９Ｃ、透明度は２８～５７７，０で漁場毎および調査日毎の大きな差はみられなかった。

漁獲水深である２００加層水温は、小笠原水産センターの調査記録によると昭和４８年，月から昭

和４９年５月までの秋冬期６ヶ月間の平均でｌａ５Ｃであったので、この海域では周年１８℃前後

と考えられる。

表５気象・海象観測結果

;蓋1鐺
月日
６２７

扉
□
蒜
一
薫
綜

５

島
知

》
〈

母

二三'零二
硫黄

ｂｃ

ｌａｌ １Ｚ６１１８１１１ａ２１１Ｚ９

ぐ

ｂ単位漁獲量

１５日間で延１２６回８２７鉢の調査操業を行った力、主要魚種であるハマダイの単位漁獲量を

１鉢当りの漁獲尾数と重量で求め、表４に示した。

海域別にみると、北硫黄島、南硫黄島周辺漁場での漁狼が他の海域に比べて悪く、全体を平均す

ると１鉢当りの単位漁耀量は、０．６５尾、ＯＬ，ＯＫ’であった。

－８－



表４ハマダイの単位漁獲量（第一次）

単位漁漉量

尾／鉢「－i5ﾌﾃ
備考調査月日調査操業海域

K,／鉢

⑩

母島周辺

９
｜
、

ゴマサパ混穫

北硫黄島周辺
７月１日
一一一一匁

６月２８日

０．１７
－■Ｂ－

ｕ７１

硫黄島周辺
７月５日
一一一一一

６

７
’
８

０
￣

0．０２
南硫黄島周辺

ｑＤ５

ｃ出現魚種および組成

漁獲物の櫨名、尾銚比率を日別に表５に示した。全体では２０種１，１４９尾で、母島周辺海

域ではヤマプキハタ・キワダが、火山列島海域ではギンメダイ・ウチワフグ・サパフク・スマ・ウ

ツボが新らたに出現した。また、従来キジハタと呼んでいたハ夕類は、ホウキハタＥｐｉｎｅｐｈｅｌｕｓ

ｍｏｒｒｈｕａＣ．と確認された。

海域別の主要魚種（ハマダイ・ハナフエダイ・ハチジョウアカムツ・ヒメダイ・キダイの５種）

の組成と、昨年第一次航海の組成とを座標にプロットしたものが図４である。一本釣の特性として、

ハマダイの多い漁場を求めて操業するため、ハマダイの比率が著しく高くなっている。

この図から、父島および母島海域で昨年よりヒメダイがわずかに増加している以外には、大きな

変化はなく組成が一定していることから主要対象魚の混合社会の祷成も一応安定していることが窺

える。

で

－，－



日別出現魚種（第一次）表５
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図４昭和４８．４９年度の６．７月主要出現魚種

ハチジョウアカムソは火山列島海域で多く出現する傾向か続いている。

ｄハマダイの魚体組成と胃内容

漁獲されたハマダイ５５６尾全てについて測定を行った。尾又長範囲は２ａＯ～８６．０cm、平均

尾又長は４４．５４ｍTであった。体重範囲はＵ５～ｑ２Ｋ７、平均体重は１．６１Ｋｇであった。昨年は火

山列島海域で大型魚が目立ったが、今回は少なく母島列島海域と同様な組成を示した。両海域をあ

わせて尾又長および体重組成を図５－１～２に示した。
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図５－１ヘマダイ尾又長組成(_第一次）
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図５－２ハマダイ体重組成（第一次）
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採鱗は小型魚を中心に１７５尾について行った。

胃内容物は表６に示したとおりである。深海底魚魚類は揚緬時に胃が反転するため、口腔に残存

していたものだけ採集できた。ハマダイの餌生物は、今回明らかになったものから、成魚段階では

メダイ同様にｍｉｃｒｏ－ｎｅｃｔｏｎ主体と考えられる。

表６胃内容物調査結果（第一次）
仏

魚種名

ハマダイ オキノシラエピ７匹

メガロッパ幼生２ケ

オオコシオリエビ２匹

ミズヒキガニ１匹

オキアミ類９匹

ハダカイワシ類５匹

メガロッパ幼生２種

姉島南沖

ハナフエダイ

ハチジョウアカムツ

チカメキントキ

硫黄島

〃

ｅｌｉ鯆鳥地形

４８年度の調査と今回の調査の測深記録を総合して母島の南沖漁場と硫黄島北西沖漁場（海勢西

の場）の漁場地形図を作り図６．７に示した。

底魚群の集合のみられる場所は、勾配の急な陸棚斜面の海裂部が多かった。

▼
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(2)第二次航海

ａ単位漁獲量

１１月１８日から２２日の５日間を母島の南沖漁場で、１１月２７．２８日、１２月５日の５日

間を母島の西沖漁場で、延５９回、５６５鉢の操業を行った．第一次航海と同様に、ハマダイの単

位漁獲量を求め表７に示した。平均単位漁獲量は１鉢当り、１．８４尾、２．６６K,で第一次航海のほ

ぼ５倍にあたる好漁であった。

表７ハマダ単位漁獲量（第二次）
時

調査漁場｜調査月日

昭和４１年
１１月１８日

１１

オアカムロ混獲
ゴマサパ

１．５５

４．５２

０．９８

ａ２４

2．５６
－，－

０．６５母島南沖 ２０

２１

２２

１１月２７日

２８

１２月５日

Ｚ２７

ａ５７

２．４９ 5．１９

母島西沖 2．０５1．４９
－－－

１．２４

平均 1．８４

１１月２０日の単位漁獲量が低い力、これは前日と同一場所であったことは注目される。また、

図８に示すように１鉢当りの漁獲尾数が初回に5.0尾以上の良好な漁場でも、同一場所で連続操業

を行った場合は逐次漁獲量の低下がみられた。

ｑ、
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図８連続操業による単位漁獲量の低下

このfIi象を単純に同一魚群（ハマダイ）からの間引による影響と見なし、１鉢当りの漁獲尾数を

累積漁獲尾数に回帰させる方法で、群の漁獲開始時の尾数と漁獲率を推定してみた。すなわち、最

も減少傾向の明らかな１１月２２日を例にとれば、回帰直線はＣ(t)＝5.28-0.026Ｋ(t)で漁獲

開始時のハマダイ群の尾数は２０５尾、魚獲率は７１．９９６にものぼった。

出現魚種および組成

母島の南沖場で１６種９８９尾、母島の西沖漁場で１５種４４８尾が漁獲され、総計１９種

１，４５７尾であった。日別の出現魚種を表８に示したが新たにハタタテハナダイ・ヨリトフクが出

現した。

組成では、ハマダイが第一次航海（４６妬）に比べて高く７２５筋を示した以外には、顕著な変

化は認められなかった。

ｂ
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日別出現魚種（第二次）表８

南沖
合計

１１

２７
月日

割合２８

急慌
種名

筋
７２５

１２７1５２６７８1７５ハマダイ

ハナフエダイ

ハチジョウアカムツ

ヒメダイ

キダイ

ゴマサパ

オアカムロ

ホウキハタ

マハタ

ァカハタ

カソパチ

キワタ・

チカメキントキ

オナガザメ

ッノザメ

ハタタテハナダイ

ンイラ

ヨリトフク

ズマ

合計

１２．９５1５２ １９
￣

１

1４５１

1.01５４ ４

０８１１５

4.0５２２１ １1０１

2.6５８６

5.8５

印
－
５

１０
－

１ 0５

２
’
５

0.5１ １

１ １

皿
一
ｍ
一
皿

２１ １

－

２２

５５

１

0.8１２１７

１１

0.1『

●

１７



ｃハマダイの魚体組成

漁獲されたハマダイ１０５９尾全てについて尾又長・体重を測定した。尾又長範囲は１２．０～

８ａｏｍへ体重範囲は０２～１１．０Ｋ'で、それぞれの平均値は４ａ５１，１，１．４４K’であった（図

９－１～２）。

/、二０３Ｄ幸、ＳロＳｐ”ｇロフクＣ魂

図９－１ハマダイの尾又長組成
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図９－２ハマダイの体重組成
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ハマダイの冑内容物は採集できなかったカミマハタの胃内容物として体重１ｋｇ前後のハマダイの

頭部が採集された。

。代用餌料試験

２日間に廷，回調査操業し、その結果を表，に示した。代用餌料による漁獲はハマダイ１尾のみ

であった。代用餌料のみを使用した場合や、冷凍アオムロと併用した場合には、冷凍アオムロのみ

を使用した場合よりも単位漁獲量が極端に低かった。当りや喰い跡も認められた力、実用化には更

に改良を要すると考えられる。

『

小

表，代用餌料比較試験結果

含IDRアオムロの。

ＥＨＩ剋弘料ロ

３ マグロ漁業調査

1）調査方法

（１）調査日程

調査期間中荒天日が多かったため、１２月１．２日の２日間のみ行い、日程は底釣第二次航海の表

２に示した。操業は１日１回行い、日没前に投繩し、夜間に場繩した。

（２）調査漁場

１２月１日には、弟島の南西沖７マイルの水深８００ｍ前後のやや深い海域で、２日には昨年1b較

的成績の良かった母島の２００加等深線を中心とした海域で操業を行った（図１０）。

（５）使用漁具

図１１に示すとおり、昨年同様の一般に外洋で使用されている延繩漁具で、１鉢（釣鈎４本）を

６０鉢使用した。

－１９－
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－Ｊ｢～

』

や

図１１マクロ延縄漁具

幹繩………テトロン径８ｍｍ、長さ２５上ロを１鉢とする。

枝繩－……テトロン径２”、８ヒロのものを１鉢に４本、２５上ロ間隔につける。

セキヮイヤー…２７番線に綿糸でセキしたらの２．５ヒロ

ワイヤーー……２７番線１ヒロ

釣針………角型５寸５分

浮標縄………綿糸６匁、１２．５ヒロ

ポンデン…………ポリエチレン製

ｂ
、
、
、
、
、
５

Ａ
Ｂ
ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｐ
Ｇ

、調査結果

（１）海況

投繩終了後に一般海洋観測を行っ

た。表面水温は２日間ともに２ａ８

Ｃで平年よりｑ５～1.5℃低めであ

った。水温垂直分布を図１２に示し

たが、水温躍層は弟島の西沖では

５０～１００"に、母島の西沖では

１００～１５０ｍに存在した。

（２）漁祝

操業結果は表１０に示したとおり

で、漁獲物は弟島の南西沖ではオナ

ガザメ１尾のみで、パラムツ２尾は

船内収容時に逃逸した。母島西沖で

弟島酋沖
ノヱ月ノ日

母農壷沖
ユ曰

｡
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図１２日別水温垂直分布
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}ま、キワダ５尾（うち１尾はサメ喰い）、ヨンキリザメ１尾、パラムツ１尾であった。弟島の南西沖

では餌をとられた針も少なく、全く不振であった。

二見港に入港中のマクロ延總漁船表１０操業一覧表

よりの瀞攻りによれば、Ｎ２０～

２７°、Ｅ１５７゜付近ではピンナ

ガ用延繩（１鉢に針１１本付､２ＣＯ

鉢使用）１０～１２回操業で２０ｔ

前後の水揚げがあり、魚種は５０Ｋ９

級のピンナガ主体で２０～５０Ｋ9級

のキワダ混りである。小笠原近海に

ついては明確な回答が得られなかっ

たが、瀬上を中心に操業して比較的

好漁のようで、水深は５００碗以浅

が主である。

今年は、地元漁船による曳繩釣り

磯釣りにもキワダが混獲され、キワ

ダの回遊量は多いようであるが、現

在の操業場所、漁具ともに一般マク

ロ漁船との間に相異がありすぎ、比

較が困難である。

(5)魚体

漁獲されたキワダについて、尾又

長・体重・生殖腺重量を測定し、表

１１に示した。胃内容物は、底魚一

本釣で混獲された分も含めた。

』 １２．１ １２．

Ｎ２６ｏ
Ｂ１４２。

２｜靴四Ｎ２７．１５′

Ｂ１４２ｏＯ５'
５０〃

５Ｍ

DLL一百 四一百

二一ｒｂ 二一百百

騰墜 ２ａ８ ２ａ８

１０１１０

２２．９

１４：４０

温気

１５：０５
－

１５：４６

投繩時刻
１５：２０

１８：５０

２０：４５

母島Ｎ端Ｗ５'

６０

５

１８：５０
－

２０：４８
揚繩時刻

弟島ＳＷ７’

６０使用鉢数

Ｔ:Ｆ－－ｆﾃｰﾗ：
１オナガザメ

ヨンキリザメ

パラムソ

考

１

１

水深２５０”傭

－２２－



表１１魚体調査結果

物
１
ポ
ウ

生
リ
ウ

幼
カ
ョ

ー
ー
ヒ
チ

容

１
ョ
科

２
類
チ
キ

属
力
、
卜

内

２
１
１
２
ャ
、
ソ
カ

ジ
ジ
ジ
ジ
ン
１
ダ
イ

胃
可
面
可
面
識
率
》
沙

ム
ム
ム
ム
ス
タ
イ
ホ

ＮＯ

２
一
５
’
４

２ｑ５１Ｑｌ５６．０

５

底釣に混獲

６

(4)その他の調査

稚魚ネットによる採集、往復路の海洋観測を行った。これらの報告は、調査終了後に昭和４１年度

マクロ漁業調査報告書として一括とりまとめて、水産庁に報告したので省略する。

４サワラ曳繩漁業調査

’）調査方法

（１）調査日程

１１月２５日と２９日の２日圏操業を行った。

（２）調査漁場

２５日は父島列島西島の西沖海域で、２９日は母島列島姪島の南西沖海域で調査を行った。

（５）使用漁具

道繩はマクロ繩、セキワイヤーユ７疵、釣元ワイヤー1.5ｍ、釣針は角型５寸５分を１組として、

５組使用した。餌は冷凍アオムロを用いた。

２）結果

漁獲は西島の西沖海域でのカマスサワラ１尾のみであり、その他当りもほとんどなかった。冷凍アオ

ムロは餌持ちが悪く、数１００祁の曳航で身崩れを起こし、生ムロに比べ曳縄の餌としての価値が極め

て低い。
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５今後の課題

ハマダイの単位漁獲量を第１・第２年度をあわせて表１２に示した。

表１２ハマダイの単位漁獲量

Ｓ４８～７ Ｓ４１６～７ Ｓ４Ｑ１１～１２
－

１．８４

２６６

｡､

単位漁獲尾数

単位漁獲重量

わずか２年の調査結果であるカミハマダイは６～７月に比べ１１～１２月には２～５倍の高い単位漁獲

量を示す傾向がある。この原因として、多くの要因が考えられるが、１つにはハマダイが季節的な深浅移

助を行っており、６～７月にはその生活領域が５００碗以深まで拡がり、従来の操業深度である２００～

５００坑での群の密度が低下するのではかいかとも考えられ、今後３００～４００ｍを中心に操業を試み

る必要がある。

ハマダイの魚体は北硫黄島周辺漁場でやや大型である以外はほぼ同様な組成を示し、父島および母島海

域での平均尾又長、平均体重は昭和４５年以来大きな変化がない（表１５）。

表１５ハマダイの平均尾又長・平均体重

Ｓ４丑１１
麺

又
嶮喬
⑬
本
査

Ｓ４ａ７ ８４８１１ Ｓ４１６ ８４１１１

４４．１

１．４６

７８０

姉島

みやこ

４２．７１５１．９

１７５

しかし、この結果から直ちに現在の漁獲強度力麺正であるとは言えないので、年令査定を実施し漁獲魚

の年令組成を明らかにしてゆきたい。

マクロ漁業・サワラ曳繩漁業は漁獲物が少なかったうえ、現在の漁況把握も不十分である。現|地着業船

の見通しがなく、かつ世界的にも資源減少問題を抱えているマクロ漁業については、調査の継続について

は検討を要しよう。ただし、現在の小笠原漁業のように定着性の強い底魚類へ依存する経営は乱獲になり
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今後も、小笠原水産センやすいので、クサヤモロ、カツオ類等の回遊魚に重点を移していく必要がある。

グーを中心に新漁場開発調査と新漁具の導入改良を継続する必要がある。
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2９０

２８０

2８０

２９０

2６０

2５０

７

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

サンマ

サバ

８４



、

－５７－

備考

－－－－￣－－－

－－－－－－－－～－－－－－－０．０－÷
－－－｡｡■－－￣、￣～_

漁種別漁獲量

ハマダイ ﾋﾒﾀFイ
ジナフエ
タ゛イ 涛懲 キダイ サバ その他の魚種

K『
２５．６

尾
１３

尾
７ 尾

１

尾 尾
２

尾

尾
２

チカメキントキ２

１９ １ １ １ ， ２ ツノザメ１ 、 マハタ１

２１Ｚ８ １５７ １９ ４５ ６ ， １０

。， ２ ２ １ １５

8.8 ４ ２ ５ ２０ １ ホウキハタ

２４．１ １７ ５

２１．５ ２０ １ ホウキハタ

Ｚ２ ４ １ ８ ５ ツノfjg〆２，カンパチ１

2.7 ２ ６ ５ ツノザメ５

６５ ５ １３ ４
ツノザノＫ２、ホウ

チカメキントキ１

キ'､夕１

１ ７ １ カンパチ

ﾌﾇｮ ５２ ５ ２１

２
． ５４ １５



Ⅱ底魚漁業調査第＝次航海

元

虹

－５８－

ハ１１

計
９ハ１１

計
０浬

計一日一一

１忽１１

霧 漁場位置 操業時間
天候

天気 風向 風力

海況

水温 水色 流向 流速
水深

使用
金楼ｉ

餌料

種類 数量

１

２

５

４

５

６

Ｃ SＷ ５ ２ ＳＳＷ

虹
．

６

７

１０

１０

１１

１１

尾

5５ ムロプジ １５０

１

２

５

４

５

６

７

８

ａＯ'

mii瀞i2，
1７１

。

8.5
'

1７１
。

8.8
'

１７１
。

8.8
’

１７１
◎

8.8
’

１７１
ＯｎｄＴ'

１７１
。

8.8
'

自１０
至１０

１２

１２

１２

１５

１５

１５

１４

１４

１４

１５

１５

１５

1６

１６

0１

５５

０７

５２

４３

１０

２５

５０

０５

５５

４１

１５

２７

５２

０５

２７

ｂ ＮＮＢ ４ ２５．０ ２ Ｅ

ＳＳＷ

８Ｗ

Ｗ

0.1

0２

0.4

０６

;!：
２１０

:18
:!：

峯：
:18
竃：
:1：

６

1１

７

１０

１１

１１

，

１０

７５ ﾑﾛﾌｼﾞ １７０

１

２

５

４

５

６

７

８

１７１
。

8.8
’

１７０
０

8.8
’

１７１
。

８．６
'

1７２
０

8，
'

1７２
◎

８５
’

１７０
。

8.2
'

１７１
。

８７
'

１７７
◎

8.2
’

８
９
９
９

１０

１０

１１

１２

１２

１５

１３

１４

１４

１５

１５

１５

５５

０１

１２

５０

１６

５０

５７

２０

４０

０５

3０

００

２５

０５

５０

５７

ｂ

ｂｃ

ＮＢ ５ 2５．２ ２ Ｗ

Ｅ

０２

０５

:龍

;l：
:i：
２７０

５００

2８０

２８０

:!：

５

１１

１１

６

６

７

１１

１０

６７ ムロフジ ２００

１

２

ろ

４

8.2’

１７７
｡

８２
'

１７６
◎

8.1
'

1７６
｡

３．０
'

８
９
９
９

１Ｕ

１０

１０

１１

４４

１６

２７

５８

０６

４５

５２

２５

ｂｃ ＳＥ ２ ２５．５ ２ Ｗ ０．６ :I：

弱：
:i：
;:：

１１

１１

１１

，



漁ｉＩ霞ヌ 願遁

ロ

－５１－

漁種別漁獲通

ハマダイ ヒメタイ
ジサフエ
ダイ 霧j霧 キダイ サバ その他の魚種

１２．９

K, 尾
１０

尾 尾 尾 尾 尾 尾

２札１ １６ １ ホウキヘタ

５４．５ ２１ １ ８

5．，５ ４ １５ ２

２ １０ ５ ５１

2.0 １ ２ １ １ ３Ｄ オアカムロ５０

７４．４５ ５２ ５ ５５ １ ５ ５２ ５１

０２５ １ ４

１５．５ １２ １

１０８．８ ５１ ５

２１．，

９０．２

２１

５０

５

５

７８．１ ５４

’４ ８ ６ ２ １ オアカムロ

３２４．１５ １７７ ２２ ２ １

４ １ シイラ

2.0 ２ １４ ２ ２ １ ホウキハタ

0., １ ， １

８ １ ２ オアカムロ

４ ２ ヅノザメ２

１６．４ １１ ５

6．，５ ６ ５ ５ １

５貝２ ２２ ５ １０ オアカムロ８，ツノザメ２

６５．４５ ４２ ５ ５２ ２ ５ １６

４１９ ２８ １ １ １ アカハタ

５６７ ４０ １ ハタタテハヴーダイ

７ＵＯ ５５ ５ １ ホウキハタ

２０L６ ２１ ６ ２ キワダ２



EＩＥ

､

司鴎

ヨ堀

」

－４０－

月日

日時
一一一一＝

１１／Z２

日時

１１／2７

日計

１１/2８

日計

霧 漁場6.2置 操業時間
天候海況

天気 風向 風力 水温 水色 流向 lRi圃速
･z1G架 蕊

餌料

種類 数量

５

６

７

８

，

１０

。

１７６８J、
'

１７６
。

ａ２
’

。

1７８８．５
’

ロ

１７７８５
’

1８２
◎

８４
’

。

1８２８．５
’

１２：００

１２：５４

１２：５４

１５：２１

1５

１４

５４

０１

１４

１５

２５

０５

１５

１６

２６

０５

１６

１６

2２

４４

Ｓ ２ Ｅ

Ｅ

0２

0４

:i：

弱：
::：

:(；
５００

竃：

１０

１１

1１

１１

１０

，

１０２
ムロフジ

サンマ

1５０

４５

１

２

５

４

５

姉島東端
１７９ｏ８．２’

１７ず8.2'

１７９
。

8２
'

１７１
◎

8.2
’

。

1７４８．０
’

７

、８

８
８
９
９

，

１０

１０

１１

４４

１０

1８

４５

００

５２

４０

１４

５５

５０

ｂ Ｎ ろ ２５．０

２
倉 Ｗ ０６ 毒：

:$：

:!：

竃：
茎：

１１

１１

１１

，

１０

５２
ﾌﾞナンマ

コーリパ

５Ｕ

５０

１

２

５

４

５

６

母島」MlI鬼岩
２１５．４．０'

２１５
◎

4.0
'

２１５
｡

4.0
'

２２１
。

4.0
'

。

２２５ 4.0
'

２２１
◎

４０
'

１２

１２

５０

５６

１５

１５

０５

４０

１４：0１

１４：２５

１４

１５

４５

０８

１５

１５

１９

５０

１６

１６

０２

２８

ｒ Ⅱ ２ 24.6 ２ SＷ 0２ ::：

:【：
;:：

:!：
譜：

蚕：

４

１１

１１

１０

，

８

５５ ムロフジ １８０

１

２

５

４

５

６

７

８

姉島夷端
１７１．８５Ｊ

２２７
｡

４．０
’

２２５
、

4.0
'

２２１
◎

4.0
'

２５８
◎

4.0
'

２２５
｡

4.0
’

２２７
｡

5.,
’

８
９

1１

１２

１２

１５

１５

１５

1５

１４

１４

１５

１５

１６

１６

１６

５５

０５

４８

２７

５４

０１

１８

５０

５６

５０

５１

５２

４Ｂ

５０

５０

５０

ｂ

ｂｃ

Ｂ

Ｎ

１

２

25.2 ２ Ⅱ

Ｓ

０ｺ

０１

２７０

竃：

霊：
誼：

誼：
謹

;;；
２３０

1１

1１

1１

１１

１０

１１

１０

１０

８５ 上Jｺﾌﾜ １９０



量漁種別漁獲

索署1蓋薑【雇十}重言zｌ
考傭

ノチ； その他の魚種

評=;二二
’

ヒメタ，１ハマダイ ｂ､

尾｜語尾｜尾Ｋ，
１１．６

１．７

尾
１１

１

＃
４１４４．５

ｉ

帽
一
頚
－
１

１６．５

－

５Ｚ４

凡

ﾖﾆﾆi三三
２

－

１

窯
ｃＦ

１

４１４８５５．８

５１４４２８５６６

１５．５

２２．７

ソノザメハカンパチ1２１１１２５４

三'二#'二；すに
１５

４１１０１６１２６ ２１４ １０

号
－－－－－－マーーーーーや

５ オアカムロ１５

２

－

１ １ ﾝZマ

O－－－－－－－－キー■

１１オナガザメ１

１

６

キワダ１１

６１５５

唖一一２

１

半
１5．５１２

ﾝ鯰｢１，か”テ１，ホウキ'､夕２４４１０１８．９
１

４，

哩一”｜蝿

マハタ２，カンパチ１５１５５

１７

マハク１１２０５

１１６０４ ５０

１４1.,

８５２１１ 1，１２７１７６０

－４１－



､

４［

分

－４２－

月日

１２／５

霧 漁場M立置 操業時間
天候海況

天気 風向 風力 水温 水色 l7id句 流速
水深

使用

i跡数

餌料

種類 数量

１

２

５

４

５

６

７

８

塊岩
5.8'

２２２
◎

4.0
’

２２２
０

a，
'

２２０
◎

4.0
'

２１５
｡

4.0
’

２４５
◎

5６
’

2２２
｡

４．０
'

２２１
｡

4.0
'

６
０

０
４

■
●
●
●

８
８

８：４７

，：１７

９
９ ２２

４５

１０

１０

１２

４２

１１

１２

５４

２８

１５

１５

０５

５５

１５

１４

５０

１８

１４

１５

２７

００

ｂｃ SSW ５ ２５８ ２ ＮＥ

ＳＥ

1.0

1６，

霊：
:18
霊：
壷：
菱：
:18

i;;：

誼；

１１

１１

１１

１１

１１

１０

６

１１

８２ ムロァジ １４０



卜

Uで

ｅ

９

－４５－

備考

￣

漁種別漁獲量

ハマダイ ﾋﾒﾀｲ
ハナフエ
ダイ

キダイ サバ その他の魚種

Ｋ,
１８７

尾
１１

尾 尾 尾 尾 尾 尾

５０．５ ４１ ２ １

5.1 ５ ２

１５．２ １０ １ １ １

4., ８ ６

１ ヨリトフグ

５０８ １４

１６．９ ７ １ １

１６２．１ １０２ １ １１ １ ５ １
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